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Event Information

豊科近代美術館

貞享義民記念館

穂高交流学習センター「みらい」

臼井吉見文学館

碌山公園研成ホール

あづみのランド

文化体験プログラム展
　「文化体験プログラムワークショッ
プ」にて参加者が制作した作品と、講
師の作品を展示します。講師である若
手作家の独自の技法や手法を用いた作
品をぜひご覧ください。
●会　　期　9月 4日（土）
　　　　　　～ 9月 26日（日）
●開館時間　9：00～ 17：00
　　　　　　※入館は 16：30まで
●休 館 日　9月6日（月）、13日（月）、
　　　　　　21日（火）
●観覧料　　大　人 500（400）円
　　　　　　高大生 300（200）円
　　　　　　小中生 150（100）円
※（ ）は 20人以上の団体料金

企画展
いきいきランド三郷「ちぎり絵展」
　安曇野市社協デイサービスセンター
三郷をご利用の皆さんが制作し、福祉
カレンダーにも使われる「ちぎり絵」
などを展示します。
●会　期　8月 28日（土）
　　　　　～ 9月 26日（日）
　　　　　9：00～ 17：00
●会　場　記念館企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
※休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

『安曇野学講座』受講者募集
　安曇野について学び、情報発信する
ための講座『安曇野学講座』の第２回
を開催します。「安曇野の自由と民権
に生きた人々」をテーマに、お二人の
講師から前半と後半に分けて講義いた
だきます。
●日　時　9月 4日（土）13：30～
●会　場　みらい 地域学習室
●内　容　（前半）「誰か加助をおもは
ざる－安曇野の自由民権と中萱加助
の『変容』－」講師：塩原佳典さん
（京都大学大学院教育学研究科）
（後半）「守衛周辺にみる自由と民権」
講師　武井 敏さん（碌山美術館学
芸員）

●定　員　先着 30人
●料　金　無料
●申し込み　9月 3日（金）までに電
話または、みらい窓口へお申し込み
ください。

友の会秋の講演会
　信州の児童文学に多大な足跡を残し
ている、“はま みつを”さんを講師に
迎えます。どなたでもご参加いただけ
ます。
●日　時　9月 12日（日）
　　　　　13：30～
●場　所　堀金公民館　講堂
●演　題　宮沢賢治～デクノボー精神～
●対　象　会員および一般の皆さん
●申し込み　事前申込不要・入場無料
　◆講師：はま みつを
作家・塩尻市片丘生まれ
赤い鳥文学賞受賞・「とうげの旗」
創刊に参加、信州児童文学会会
長、童話・民話などの著書多数

テラコッタに触れよう
　初心者（小学生以上）から参加でき
る体験教室です。３時間で一作品を制
作し、テラコッタの魅力と粘土造形の
楽しさを制作体験を通して学びます。
●日　時　9月 19日（日）
　　　　　9：00～ 12：00
●講　師　柳沢 廣さん
●受講料　材料費（600円程度）
●定　員　先着 15人（小学生以上）

銅版画でＴシャツを作ろう
　銅版画によりオリジナルのＴシャツ
を作ります。初心者から学べる銅版画
の体験制作講座です。
●日　時　9月 23日（木・祝）
　　　　　9：00～ 16：00
●講　師　荻久保 春雄さん
●参加費　2,000 円（材料費含む）
●定　員　先着 15人（小学生以上）

※どちらもお電話で申し込んでください。

音楽に合わせて有酸素運動と
筋力アップ・水中健康教室

　９月から始まる健康教室の参加者を
募集します。年齢に合わせた無理のな
い水中運動が体験できます。
●教室内容
①アクアビクス（火曜日コース）
　9月14日～全14回  15：00～15：45
②アクアビクス（金曜日コース）
　9月17日～全14回  13：45～14：30
③ウオーキング（火曜日コース）
　9月14日～全14回  13：45～14：30
●定　員　各教室とも 45人
●料　金　受講料 2,800 円
　　　　　使用料 600 円
　　　　　（毎回・入浴料込み）
●申し込み　9 月 3 日（金）までの
13：30 ～ 18：00 の間に、電話か
FAX でお申し込みください。申し
込み多数の場合は、9月 4 日（土）
に抽選を行い、当選者には 9 月 8
日（水）までに電話で連絡します。
落選者への連絡は行いませんのでご
了承ください。

473・5638 673・6320

477・7550 677・7551

481・3111 682・0966

472・6743

4682・0769

482・0256 682・0257

安曇野髙橋節郎記念美術館

水墨画講座参加者募集
　墨、水、和紙、筆の特性を生かし、
水墨画を描いてみませんか。
●日　時　10月 23日（土）と 24日

（日）の 2回
　　　　　両日共 9：30～ 16：00
●場　所　美術館主屋（座敷部分で受

講）
●指　導　安曇野水墨画研究会主宰　

小林紀美子さん
●定　員　両日とも 10人（先着順、

付き添いがなくても 1人
で参加できる人）

●参加料　300円
●申し込み　9月 1日（水）～ 10月
21日（木）の間に電話でお申し込
みください。（受付時間は 9：00～
17：00）（休館日除く）

ソレイユカルテット
サクソフォン　秋のコンサート

　美術館友の会によるソレイユカルテ
ット（サクソフォン四重奏）コンサー
トを開催します。
　開演前に抹茶のおもてなしがありま
す。初秋の一夜を美術館でお楽しみく
ださい。
●日　時　9月 12日（日）
　　開場 17：30
　　開演 18：30～（終了 20：00）
●場　所　美術館主屋
●料　金　無料（申込不要）

〈ソレイユカルテット〉
1998年結成。国内外で演奏活動を展開中。
コンサートの内容もクラシックの名曲から
ジャズ、歌謡曲までと幅広く演奏。第 1回
ギュスターヴ・ブンケ国際サクソフォンコ
ンクール（ドイツ）特別賞受賞。

481・3030 6F82・0551

　開館 20 周年を迎えた田淵行男記念館の記念式
典が 7月 10 日、館周辺で開かれました。同館は
旧豊科町が寄付などを募り平成 2年 7月に開館。
故・田淵行男氏の偉業をたどれるだけでなく、
わさび田に建つ全国唯一の美術館としても注目
され、これまで約 20 万人が訪れています。式典
では、田淵氏の長男・穂高さん（神奈川県座間市）
が「父はこの記念館を次世代のために役立てて
ほしいと願っていた」と述べ、生前の思いを振
り返っていました。またこの日は、写真家らが
参加した記念シンポジウムと写真コンテスト「田
淵行男賞」の表彰式も開かれ、自然の魅力を見
つめ続けた田淵氏の心を語り継ぎ、次世代へつ
なぐ思いを新たにしました。

　明南小学校開校 50 周年記念式典が 7月 10 日、
同校で開かれました。
　明南小学校は昭和 36 年 4 月、旧中川手、七貴
の両小学校を統合して開校。「かしこく やさし
く たくましく」を創立以来のモットーとし、こ
れまで 3,755 人の卒業生を送り出しています。
　式典は在校生のほか関係者 480 人が出席。半
世紀の節目を皆で祝いました。児童会長の山下
武流さんは、「これからもたくさんの思い出を作
りながら、先輩たちが大切にしてきた明南小を
引き継いでいきます。明南小、50 年間ありがと
う」と感謝の思いを述べました。
　また、隣接する明科体育館では、明科と縁の
深い能楽師・青木道喜さんらが、能「殺生石」
を披露。授業でこの演目の見どころを学んでき
た児童たちは、静寂の中、幽玄の世界に見入っ
ていました。

　市は福岡市東区との青少年交流事業を 7月 27 
日から 4日間の日程で行いました。
　この事業は、弥生時代に現在の福岡市東区で
勢力を誇っていた「阿曇一族」が、安曇野に移
り住んだという伝説がきっかけとなり、平成 3
年に旧穂高町で始まったものです。本年で 20 回
目を迎え、これまで約 750 人の子どもたちが参
加しています。
　今回は東区から 20 人の子どもたちを迎え、穂
高神社、わさび農場、国営アルプスあづみの公
園などで交流を深めました。7月 27 日の歓迎会
で、参加者の松尾耕太くん（堀金小 5年）は、「ぼ
くはサッカーをしているのでサッカーをしてい
る友達ができるとうれしい」と、仲間の輪が広
がることに期待していました。来年は安曇野市
の子どもたちが東区を訪問する予定です。

7/10　田淵行男記念館が 20 周年

7/10　明南小学校が 50 周年

7/27　福岡市東区との青少年交流 20周年

語り継ぐ　田淵行男の心

半世紀の節目　幽玄の舞で祝う

20 年間で 750 人が交流


